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１ 本校の方針 

本校は、今年で創立92年を数える。以来、「清く正しく優しく強く」という校訓及び「自主的

な人間の育成」「社会的な人間の育成」「健全な人間の育成」という教育目標のもと、伝統に培

われた校風の高揚とともに生徒の育成に取り組んでいる。 

全ての生徒が安心して学校生活を送り、有意義で充実した様々な活動に取り組むことができる

よういじめ防止に向け、日常の指導体制を整備し、いじめの未然防止を図りながら、いじめの早

期発見に取り組むとともに、いじめを認知した場合は適切かつ速やかに解決するための「学校い

じめ防止基本方針」を定める。 

  

２ 基本的な考え方 

いじめについては、「いじめは、どの学級にもどの学校にも起こり得る」という認識をすべて

の教職員が持ち、好ましい人間関係を築き、豊かな心を育てる「いじめを生まない土壌づくり」

に取り組むため。そのために、以下の指導体制を構築し、いじめに特化するのではなく、生徒の

発達段階に応じた教育相談等をも含めた取組を包括的に推進する。 

 

３ いじめ防止等の指導体制・組織的対応等 

(1) 日常の指導体制 

ア いじめは絶対に許さないという姿勢を全職員が日常的に強く示す。 

イ 心のサポートチームによる定期的な情報交換と指導体制の点検を行う。 

ウ いじめ防止基本方針をホームページに掲載し、毎年見直す。 

エ 保護者会や学校評議員会等で方針の周知徹底や情報交換を行う。 

オ 地域住民・関係機関からの意見を積極的に取り入れるように留意する。 

 

(2)未然防止及び早期発見のための指導体制 

ア アンケート調査 

(ｱ)学期ごとにアンケート調査を行い、その方法については記名式・無記名式の選択を始め、常に

工夫し情報収集を行う。 

(ｲ)調査結果は学年・生徒指導部で管理・検討し、必要に応じて面談等の再調査を行う。 

(ｳ)調査用紙は卒業時まで原本を心のサポートチームが保管する。 

イ 情報モラル教育によるインターネット対策 

(ｱ)情報の授業でネットトラブルについて指導する。 

(ｲ)講演会を開催し、専門家から最新の情報を得ると共に、インターネットトラブルについて常に

学ぶ機会を持つ。 

ウ 研修会の実施 

(ｱ)年間計画に基づき心のサポートチーム（いじめ対策チーム）が主催し、いじめ防止に関する校

内研修会を実施する。 

(ｲ)各機関で開催されるいじめ防止に関する研修会の報告を迅速に行う。 



 

(3)いじめを認知した場合の対応 

ア 正確で迅速な対応 

(ｱ)いじめの兆候を認知したときは、保護者や友人等からの情報を収集する。 

(ｲ)学年や生徒指導部を中心に、複数の教職員が関わり、事実関係の把握をする。 

イ 毅然とした対応 

(ｱ) いじめを行った生徒に対しては、特別な指導計画による指導を実施する。 

(ｲ)本人・保護者に事実を正確に伝える。 

(ｳ)いじめの周辺にいる生徒や教職員の心のケアに配慮する。 

 

４ 重大事態への対応 

(1) 重大事態の定義 

重大事態とは、「いじめにより生徒の生命、心身又は財産に重大な被害が生じた疑いがあると

認められるとき」で、いじめを受ける生徒の状況で判断する。 

また、「いじめにより生徒が相当の期間学校を欠席することを余儀なくされている疑いがある

場合と認めるとき」であるが、「相当の期間」については、不登校の定義を踏まえ、年間３０日

を目安とする。ただし、生徒が一定期間、連続して欠席しているような場合には、事案により判

断する。 

(2)重大事態への対応 

校長が重大事態と判断した場合、直ちに、県教育委員会に報告するとともに、校長がリーダーシ

ップを発揮し、学校が主体となって、心のサポートチーム（いじめ対策チーム）が調査し、事態

の解決に当たる。場合によっては、外部関係機関に協力を依頼する。 

なお、事案によっては、県教育委員会が設置する重大事態調査のための組織に協力する。 

 

５ その他 

心のサポートチーム（いじめ対策チーム）はいじめ防止の中核となる組織として、いじめの疑

いに関する情報を基に、的確に組織的に対応する。特に、事実関係の把握、いじめであるか否か

の判断は組織的に行う。また、教職員は、ささいな兆候や懸念、生徒からの訴えを抱え込まずに、

または対応不要であると個人で判断せずに、直ちに心のサポートチーム（いじめ対策チーム）に

報告・相談する。加えて、集められた情報は記録し、複数の教職員が個別に認知した情報の集約

と共有化を図る。 


